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□重点項目：法人の維持継続 

・収支予算の達成 

・中期計画の推進(P4参照) 

□支援の質：事業所間連携(法人内・

外部)の推進、人材育成 

□労務関連：職位職種別研修プログ

ラム・業務評価・賃金制度改正 

□財務：事業収入の改善 

 ・利用者ニーズの聞き取り 

 ・新規事業の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総会後の理事の互選により、 

代表理事に中村祥子、 

副代表理事に髙橋路代・佐藤裕信が

選任されました。 

            代表理事 中村祥子 

2019 年 12 月からの新型コロナウイルス感染症は変異を繰り返し、2021 年度も世界にまん延しました。そして全世界

を巻き込むロシアとウクライナの戦争が起こりました。 

戦争に関しては、今苦しんでいる人たちに具体的に何もできない状況に置かれている私たちがいます。今出来るこ

とは、「だれひとり取り残さない社会」の実現にむけて、置かれた場所で、一人の尊厳ある暮らしを守る為の仕事を精

一杯行うばかりです。 

感染症に関しては、2020 年度との違いは、人類がウイルスとの付き合い方を少し学んだ事でしょうか。その経緯で

ワクチン接種やマスク装着への同調圧力が強まりました。法人としては情報の共有が第一と考えコロナ通信を発行

し、その上で自己決定を尊重することに努め、利用者・家族・職員そして関係する皆さまの協力によって、2021 年度も

何とか乗り切ることが出来ました。この間のコロナ禍での実感は、予防対策の根拠となる納得のルールの共有が出来

れば信頼関係が保てることでした。今後の課題は、学校や他の支援機関、制度設計をする行政や議員等との情報の

共有と連携の必要性です。 

さて今期の最大の目標は、永年の課題でもある事業収入の改善です。2021 年度は実質マイナス決算になりました。

2023 年度からコロナ借入金の返済が始まりますので、2022 年度は立て直しの最終ラウンドと位置付けています。 

今期、法人の継続に力を合わせ、一人ひとりの意思を尊重するグループゆうの事業を継続させましょう。 

 2022年 5月 29日(日)に、コロナ禍の為オンラインによる定例総会を開

催しました。 

当日は、正会員 60 名中 55 名(委任状出席 24 名)の参加と、評議員の

皆様のオブザーバー参加も頂き、2021 年度の事業報告並びに収支報告

そして 2022 年度の事業計画並びに収支予算計画、また、定款の変更につ

いて諮り、提案通リ承認されたことを報告いたします。 

総会報告 

・会員に関する事項 

・理事の代表権に係る事項 

・理事の議決事項に係る事項 

・役員の選任等に係る事項 

・オンラインシステムの導入に係る 

事項 

 
総会後の理事の互選により、 

代表理事に中村祥子が選任 

されました。 

□コロナ感染予防 

・ワクチン、検査キットでの予防 

・対面面談や小集団事業やや復活 

□事業 

・家族支援対策の検討 

・事業所間連携支援の推進 

□財務 

・利用控え、濃厚接触者疑い等での

利用控えの為、収支バランスが崩れ

実質収支はマイナス決算だった。 
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今回の連携支援事例では、たまたま登園渋りや不登校の事例となりました

が、その中で『多様なケースに向き合っている相談支援や成人期支援からの視

点』がとても重要な役割をはたしています。成人期の支援事業所である「ほっ

とスペース歩歩゚」゚や「ワークスペース歩歩゚」゚では、成人の ASD の高機能の方の

相談を多く受けていますが、成育歴中で登園渋りや不登校を経験した人が多

くいます。また、不登校のまま在宅になって引きこもっている方もいます。 

このような相談事例が多いため、ご本人の状態像をどのように捉えて理解していけばよいか、成人期の経験を活かし

て連携を取れたことは幼年期から高齢期までの年齢層の方々を支援している法人ならではのメリットで、言い換えれ

ば、悩みを重ねてきた成人期の方々が言葉を駆使しない幼年期の方々を代弁しているといってもいいのではないで

しょうか。支援者はそのメッセージを更に通訳する役割を負う専門員。 

これからもまず法人内での連携をより強化し、多角的な支援と、職員が一人で抱えずに、「助けて」と声を上げられ

る、働きやすい職場環境を目指します。またそこから、地域の事業所間連携の輪の広がりへと繋げていけたらと思いま

す。                                          (担当：成瀬理沙) 

グループゆうは、幼年期から学齢期、成人期、そして高齢期までを対象にした「あったらいいね」の

サービスを展開してきています。その中でそれぞれの事業所で職員の専門性が育まれつつあります。しかし支援に悩

むことも多く、そんな時積極的に事業所間交流をしながら個別のケースについて相談し合うことで、自分にはない視

点でアイディアやアドバイスをもらい視野を広げた支援へと繋がり、利用者さんお一人お一人にとってより良い支援に

繋げていくことが出来るケースが少しずつ見えてきました。そこで職員間で共有したいと、今回の企画となりました。 

研修報告 

相談内容：幼稚園に通う幼児の“登園渋り”への対応 

提起事業所：仙台市サンホームの地域支援事業  

連携事業所： 

相談支援事業所「トータルサポートセンターゆう」 

地域活動推進センター「ほっとスペース歩歩゚」゚ 

アドバイザー：佐藤 裕信  

連携支援概要：お子さんを取り巻く環境への間接的な

支援がメインでした。 

お子さんのアセスメントを重視し、保護者や幼稚園の

担任との面談を通して困り感を聞き取り、現状の支援の

評価と課題を整理し、今後それぞれの生活、活動の場面

で見守りたい事項を共有するというコンサルテーション

が支援の要となっています。 

相談内容：登校拒否の中学生への対応 

提起事業所：放課後等デイサービス「ピーターパンふくおか」 

連携事業所： 

相談支援事業所「トータルサポートセンターゆう」 

地域活動推進センター「ほっとスペース歩歩゚」゚ 

アドバイザー：佐藤 裕信 

連携支援概要：中学校から不登校のお子さんの支援を

通して、事業所内でのこれまでの直接的な関わりをベ

ースに、相談支援事業所から『発達の捉え直し・見立て直

し』や『生活者としての視点』からアドバイスを受け、保護

者や学校への働きかけをしてきたことが重要な支援の

鍵となりました。現在は登校できる状態になり、見守り

継続中です。 
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基
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理
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(

使 

命)
 

利用者ニーズに基づく社

会的課題の解決に取り組

み、そこで働く人々のサ

ポート体制も充実させま

す 

誰もが住み慣れた場所 

で安心して暮らすために

ノーマライゼーションと

地域福祉の推進を図り、

良質なサービスの提供を

します 

社会課題の把握 

業務評価と適正な処遇の整備 

収支バランスの安定 

危機管理 

人材育成 

家族・地域・他機関との連携 

利用者支援 

家族支援 

安心して暮らし続けられ

る社会のために政策提言

を行い、グループゆうの

活動について情報発信を

します 

グループゆうの基本理念

に基づいた事業や人材、

市民の想いをこれからも

守っていきます 

政策提言 

ミッションの共有 

認定 NPO法人の継続 

次世代運営への移行 

事業の方向性 重点項目 

中期計画の概要と進捗状況報告 
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進捗状況 

(2022 年 4 月現在) 

 

○新規事業の運営 

○指定管理の受託 

○処遇･給与の仕組みの明確化 

(賃金のアップ) 

○キャリアラダーの完成 

○賞与 1.2ヶ月分の支給 

○BCPの完成・運用 

○危機管理体制の整備 

○基礎/中堅/管理者研修計画の実施 

○風通しの良い職場環境づくり 

○各町内での顔の見える関係づくり 

○法人内の“支援の輪”構築 

○法人内での保護者勉強会の開催 

○ネットワークおよび法人独自での 

政策提言 

○HP・通信・パンフレットでの情報 

発信 

○法人パンフレットのリニューアル 

○認定 NPOの 3期目の更新 

○新事務局の設置 

○新理事体制での運営 

3 年後の目標 

＊法人として虐待防止委員会を設置 

「虐待防止のための指針」と「身体的拘束適正化のための指針」

の作成、「権利擁護虐待防止クレド」の作成、虐待防止委員会だよ

り（にじ通信）の発行、虐待防止の研修実施、虐待防止計画の策定 

＊ハラスメント規定の作成 

＊令和 6 年の義務化に向けて感染対策の準備委員会を設置 

感染症及び食中毒の予防及び蔓延防止のための指針を整備中 

感染対策準備委員会の中でモデル計画を作成し、各事業の

「感染症に係る業務継続計画（BCP）」を作成中 

法人内・外の連携についての事例発表会を実施 

事業所間での事例検討会や見学会を計画中 

 外部研修への参加、内部ＯＪＴ

 社協の年間マネジメント研修への参加 

 相談窓口づくり 

ホームページをリニューアルし、求人情報等をリアルタイムで発

信、ゆう通信も電子版で閲覧可能 

編集チームに新しいメンバーが加わり、新しいコーナーを新設

（支援アイデア紹介、おすすめスポット） 

他団体のパンフレットを収集し、ミッションの効果的な発信方法

を検討中 
団体ロゴマークのリニューアルのため、新しいデザインを依頼 

【新理事】菅野淑子、佐藤裕信 【新監事】秋保明氏、黒澤哲氏 

新事務局長・事務次長候補の選任 

中期計画の概要と進捗状況報告 
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就労継続支援 B 型事業所は、一般的には生活の中の「働く」という 

位置づけにあり、労働対価を認識する場でもあることから、どの事業

所でも利用者の作業性に合う仕事で、高い工賃を産み出すことの出来る生産活動に取り組んでいます。ワークスペース歩゜

歩゜も目的は同じですが、支援のプロセスに以下のような特徴があります。 

就労経験があるが年齢や体力の面で一般企業に雇用されることが困難となっ 

た障がい者、就労移行支援事業を利用した結果 B 型の利用が適当と判断された

障がい者等を対象に、事業所内において就労の機会や生産活動の機会を提供します（雇用契約は結びません）。また、就労

等の機会を通じて知識・能力が高まった方について就労への移行に向けた支援を行ないます。 

事業紹介／ワークスペース歩゜歩゜[就労継続支援Ｂ型] 

 

 

 

＝成人支援を３回シリーズでお届け致します／41 号｢自立訓練｣／42 号｢就労継続支援Ｂ型｣／43 号｢地域生活支援｣＝ 
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よく誤解されて 

しまいますが、必ず歩゜歩゜以

外の事業所（企業）に移らなければいけないと

いう事ではありません。ご本人様の段階に合

わせて、こちらから次のステップのご提案をさ

せて頂く事もありますが、ご本人様のご納得

が最優先です。歩゜歩゜を継続して利用されて

いる方もいらっしゃいますし、ご本人様のご希

望で、他のＢ型、Ａ型、一般就労等に移行され

た方もいらっしゃいます。次のステップをご希

望される方には、ご本人様に合いそうな事業

所、職場を一緒に探して、見学、実習の同行な

ど、安心して次のステップへ進んで頂けるよう

にサポートをさせて頂いております。 

ワークスペース歩 歩゚ ぱずっと継続して

利用する事はできないの 

ですか？ 

事業紹介／ワークスペース歩゜歩゜[就労継続支援Ｂ型] 

基本的には月曜日から 

金曜日が開所日になっておりますが、土曜日もイベント等

で活動日となる事があります。開所日の中から皆さんのご

希望に合わせたご利用回数となります。 

 例)Ａさん：月・水の週 2 日 

Ｂさん：月から金までの週 5 日  

C さん：月・火・木・金の週 4 日 など 

 作業内容は、お一人お一人異なります。毎日菓子製造と

いう方もいらっしゃれば、週 2 回午前は菓子製造、その他

は古本ネット販売作業など、ご相談をさせて頂いて決めさ

せていただいております。 

利用日や、作業内容はどのように 

決まっていますか？ 

送迎は行っていますか？ 

現在、北仙台駅までの送迎を行っております。 

場所や、状況によっては、その場所以外への送迎も可能な

場合もありますので、ご相談下さい。 

▶クロネコヤマトＤＭ便配達  

1人から少人数での 

作業です！ 

何かをやりたいけど、何がやりたいか分からない。 

自分の将来を一緒に考えてほしい。 

働きたいけど、自信がない。 

等々、何かお悩み中の方、まずはお気軽にご相談下さい。 

見学や実習も随時受付中です！ 

 

◀手芸品製作  

かわいいマスコット等

製作しています！ 

▲清掃作業    

コインランドリー（毎日）  

仙台市サンホーム（週 2回） 

◀菓子製造  

美味しいクッキー 

等を毎日製造し

ています！ 

▶古本ネット 

販売作業  

細かい所まで

汚れのチェック 
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お手伝いについて考えてみましょう！  

一人暮らしでは家事としての買い物…「くらし」 

頼まれたおつかいでの買い物………「しごと」 

自分の好きなものを買う買い物………「よか」 

同じ『買い物』でもどういう内容で実施するかによって意味合い

が違います。つまりは・・・ 

自分以外の他者（家族など）のためにやるもの＝しごと＝お手伝い 

今回はお手伝いの意味とごほうびの具体的なアイデアについてご紹介します。ご家庭で取り組む際にお手

伝いの意味やごほうびについてどのように考え、事前準備をしていけばよいか、一緒に考えてみましょう♪ 

ピーターパンふくおか管理者 浅野弘絵 

支援アイデア紹介／お手伝いの意味・ごほうびの具体的アイデア 

『 お手伝い 』 にはこんなメ リ ッ トがあ ります！  

 

ご本人の興味関心や発達レベルに 

応じた内容のお手伝いをする 

（無理なく成功できるもの） 

       ⇩ 

 褒められ、認められることで自信がつく 

       ⇩ 

 徐々に 1 人でもできることや自分以外の 

人のためにできることが増えていく 

       ⇩ 

   自己肯定感が育まれる 

 

 

お 手 伝 い を 考 え る 時 の ポ イ ン ト 

① 何のために頑張って『お手伝い』をするのかを明確にする⇒ 

“がんばったらいいことがある”（報酬） 

② お子さんの発達に合わせて、最初から 1 人でできなくても、一

緒にやり取りをしながら評価（認められる・褒められる）を受け

る場面として考えていく 

③ 一度に長時間できなくても生活にメリハリを与えるものとし

て、一日のうちで何回かまたは何種類か取り組めればいい 

一緒に何かに
取り組んでみる

または1人で頑張ってみる

やったことに対して
報酬・評価を受ける

（褒められる･認められる）

自信や達成感を持つ

また新しいことに
チャレンジしてみよう

と思う

 

よ か 

遊び･休憩･おでかけ等 

く ら し 

食事･入浴･排泄･着替え等 

し ご と 

お手伝い･勉強（自立課題や作業）等 

たとえば・・・ 



 

p. 9 

 

おこづかいをもらっている方や 

お金に興味のある方に向いているタイプ 

・お手伝いの単価表をもと

に自分のもらいたい金額

やその日の気分に合わせ

て自分でお手伝いを選べ

るので、やる気につながり

やすい。 

・しごとをしてお金をもらっ

て、好きなものを買うとい

う成人期の就労に一番近

い形で練習ができる。 

・お金の概念がわからない方には使えない。 

 ・お金をもらったら何をするか、何を買うかなどを決

めておくといいでしょう。 

 

一般的によく使われるシールを貯めていって 

ゴールでごほうびがもらえるタイプ 

 

 

 

 

 

 

・準備もしやすく、取り入れやすい 

・ゴールまでの長さを調節しやすく、段階的に長くし

ていく練習をしやすい 

・“シールを何個も貯めた先に目的のものがある”とい

う見通しが持てるお子さんにしか使えない。 

・ゴールした時のごほうびは本人の興味関心が強い

ものを選択しましょう。 

即時にごほうびをもらうことが分かりやすく、やる気につながりやすい方に向いているタイプ 

・1 つ頑張るたびに好きなお菓子を 1 粒もらえる、または頑張ると好きな遊びができるなど、

頑張った直後にごほうびがくるので、先の見通しが持ちにくいお子さんでも使いやすい。 

・ちょっとしたお菓子やいつも楽しんでいる遊びをごほうびにするため、金銭的負担が少な

く、身近なもので取り入れやすい。 

 ・ごほうびを遊びや活動にする場合は、口頭だけではなく、目に見える形（スケジュール等）

で示す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 評価にはいろいろな方法があります。言葉で「頑張ったね、ありがとう」と伝えて褒められたと感じる方もいれば、

言葉の理解では難しい方はモノやお金をもらうことで評価されたことが分かる方もいます。どういうやり方をする

とお子さんが褒められた、認められたと感じられるかは人によって異なりますので、その方に合った方法を見つける

ことが大切です。 ここからはピーターパンふくおかで取り入れているごほうびの一例をご紹介いたします。 

支援アイデア紹介／お手伝いの意味・ごほうびの具体的アイデア 

 

保護者の皆様へ  

 ここでご紹介していることを保護者の方だけで一から考え、準備をするのはとても大変なことです。 

やったほうがいいとわかってはいても、なかなか手をつけられていないという方が多いのではないでし

ょうか？一人で背負わずに、ぜひ職員にご相談ください！一緒に考え、ご家庭での導入をサポートする

ことができます。無理なく続けられる方法で一歩を踏み出してみませんか？ 
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オススメスポット情報／公園編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＠＠ 

 

 

 

 

  

     児童発達支援センター・仙台市サンホームでは、 

活動の 1 つに“お散歩”があります。 

子どもたちが大好きな活動で、親子で『桂中央公園』に 

あそびに行きます♪ 

利用者(家族)さんが実際に行ってみて、居心地が良かった、設備

が充実していた、スタッフが優しかった、合理的配慮が感じられた

等々、皆さんにオススメしたい場所を紹介する新企画です。こんな

場所を教えてほしいというリクエストもぜひお寄せ下さい。 

〒981-3134  

仙台市泉区桂２丁目３４  

※駐車場なし 

 

桂 中 央 公 園 

『桂中央公園』には噴水や大きな遊具、

緩やかな斜面、広い草むら、バスケット

ゴール、公園のまわりには森林があり、

とても開放感のある素敵な公園です。 

緩やかな斜面が

あり、初めてそり

滑りを体験するお

子さんも、あそび

やすいようです。 

春や初夏には花や緑の匂いを感じたり、秋には紅葉や

落ち葉、どんぐり拾い、冬には雪あそびやそり滑りなども

楽しめる、自然たっぷりで四季を体感できるサンホームの

おすすめスポットです。 

どんぐりが

たくさん落ち

ていて、気付

いたら大人も

夢中になって

拾っていまし

た。 

子どもたちは、公園に到着する

と、ワクワクする気持ちを抑えら

れずに、公園に向かって走り出し

ます。大型遊具では、真剣な表情

で慎重にからだを動かしながら、ト

ンネルくぐりやグラグラ揺れる橋

に挑戦したり、らせん状の滑り台か

ら満面の笑みで滑り降りてきま

す。そんな子どもたちの表情に、

お母さんやスタッフも思わず笑顔

になります 



 

p. 11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

応援団 

〈グループゆう〉の助け合い 

清水 八千代  

はや 20年にもなりますか、ゆうさんとの出会いのきっかけはおぼえていませんが、はじめは母のため

のヘルパーさん派遣、その後、私自身の生活援助をお願いしてきました。 

母は横浜で独り暮らしをしていましたが、2000 年の春に同居しました。はじめは週三回のデイサー

ビスで、高齢者のお仲間と楽しく過ごしておりましたが、だんだん弱ってきて、厚い介護が必要になりま

した。 

在宅ケアや訪問看護がはじまりましたが、私は手術の後遺症により身体障害 2級で、母の世話を独

りですることは難しかったのです。そこで、グループ「ゆう」のヘルパー派遣も受けるようになりました。 

ヘルパーの進藤さんや澤里さんは、母を車椅子にのせて、トイレに連れてゆき、抱きかかえて便座に

座らせるといったトイレ介助や、食事の世話やお掃除などをよくしてくださいました。 

そのころ夫は東京勤務になっていて、家にいる日が少なかったのです。母は次第に寝たきりになり、

おむつ交換も入るようになりましたが、左肩が不具合の私は一人ではおむつ替えができず、夜 22 時

のおむつ替えに「ゆう」の高橋さんが来て手伝ってくださったこともあります。 

母は、ある施設で 1年 7ケ月暮らした時期があります。娘の私は毎日のように会いにいっていて、母

が居辛いと感じていることは承知しておりました。ある時「中山の家」というところが、普通の住宅を使

って10名くらいのデイサービスをやっていることが分かり、母と一緒にそこを訪ねてお話を伺いました。

雰囲気が母に合っているようで、この頃の母としては珍しく進んで話をしていて、希望がもてました。 

それまでいた施設を退所し、「中山の家」の「デイサービス＋随時のお泊り」に通うようになりました。

「中山の家」と「グループゆう」併用で、母の介護を助けていただきました。こうして母は 93 歳の生涯

を「中山の家」で終えたのです。母との生活は 10年で終わりました。 

その後の１０年は娘のわたしが介護保険の認定をうける立場になり、続けて「グループゆう」のお世

話になってきました。介護制度と共にそれ以外の時間は「助け合い」という素晴らしい制度も使って必

要なヘルプを受けてきました。 

「グループゆう」の一番の利点は介護保険を使った後の足りない時間「助け合い」です。介護保険

の認定内のヘルプには限りがあります。足りない部分のヘルプについては、利用料を払えば「なんでも

有りでいいのよ」と言われております。 

制度外のことに注目してくださって、「利用者さんの困っていることはなんでも」引き受けます。「グル

ープゆう」の存在がこの地域になかったらと思うとその存在の大きさが見えてきます。 

「グループゆう」のボランテイア活動を理解してこの事業に参加してくださる方が増えることを願って

おります。 

たやすい仕事ではありません。 

心からお礼申し上げます。今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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ゆう通信に、総

会の記事が載る

と、一年経つのが

早いなぁと思う今

日このごろです。 

支援アイデアや

オススメスポット記

事のご好評いただ

き、今回もがんば

りました！ 

今年は県内でも

海開きをする海岸

が多数あるとのこ

と。海の家でかき

氷食べたいなぁ。

も台風やゲリラ豪

雨の季節がやってき

ます…今のうちにで

きる備えを。 

 ◆◆賛助会員会費とサポーター寄付の振込み方法◆◆ 

挟み込みの振込み用紙にてお振込みください。郵便局の窓口・ATM どちらからでも可能です。もしくは、下記の振込先へ、お振込みください。 

■賛助会員会費：個人…一口 3000円／団体・法人…一口 10,000円  ■サポーター寄付：一口 3000円 

銀行：ゆうちょ銀行 名義：グループゆう 

店名：二二九 店  店番：２２９ 

預金種目：当座預金 口座番号：００４２４２１     

 

他の金融機関

から振込み 

銀行：ゆうちょ銀行  名義：グループゆう 

記号：０２２７０-３ 番号：４２４２１ 

ゆうちょ銀行 

から振込み 

編
集
後
記 

ご寄付は、今期は新型コロナウイルス感染予防のために使わせていただきます 

スタッフリレー／インフォメーション 

発行：認定 NPO法人 グループゆう 
〒981-3212 仙台市泉区南中山 2-2-3 

TEL/FAX：022-376-7679 

（※敬称は略させていただきます） 

赤間ひろみ､阿部大河､愛子観光バス㈱､荒井圭子､荒井恵子､砂金久美子､石山 力､伊藤博保･有香､大場道雄､加藤幸治･恵､ 

川村靖子､菅野佳奈美､菅野訓代､菅野淑江､北川奈々､工藤真貴子､黒澤 哲､郷田厚子､小松原靖子､近野光枝､酒井真莉子､ 

佐藤春香､佐藤勝哉､寒河江せつ子､(特非)サポートハウス年輪､清水八千代､白木悦子､高橋辰徳､髙橋八重子､成瀬理沙､ 

畑中久美子､(特非)まちづくりスポット仙台､松浦由紀子､松木紀子､門馬 崇､門馬丈雄､山形友之､吉田則子､理事、匿名１名 

グループゆうの活動への賛助及びご寄付  （R4 年 3月～5月） 

●寄付金控除に必要な領収書を送付いたしますので、お手数ですがお電話にてご連絡先をお知らせください● 

ご支援ご協力ありがとうございました！ 

およそ 16名が関

わって通信ができま

した。チームでの作

業は心強い！ 

 スタッフ リレー 

職員が職員にバトンを渡し質問したり、仕事以外の自由記述から普段は見えない素顔を紹介するコー

ナーです。第 7 走者「岡部柾俊さん」から第 8 走者「菅野佳奈美さん」へバトンが渡されました。 

 

第 8走者 菅野 佳奈美さんから、仙台市サンホームの関野 緑さんにバトンが渡されます。次号もお楽しみに！ 

●第８走者：菅野
か ん の

 佳
か

奈美
な み

 

●所属：  

●勤続年数：11 年 

●出身地：宮城県 

 

 菅野さん教えて！ ※岡部さんからの質問です 

●最近のマイブーム：芋けんぴ❤  

カリカリでおいしいです。 

●休日の過ごし方：ゴロゴロする  

おやつを食べる 

●好きな食べ物：芋けんぴ❤ 

●おすすめのお菓子：芋けんぴと豆大福と 

やきいもとチョコ 

●宝くじが当たったら： 地震に強い 

お家を建てる。 

●子供の頃の将来の夢：ムツゴロウさん 

芋けんぴ❤ 

おいしいので、 

みなさんもオヤツに 

食べてみてください。 

おいしい芋けんぴをみつけたら

おしえてください。 

すきなマンガやアニメは 

ちびまるこちゃんや 

ドラえもんです。 

  でも最近はあまりみていないです。 

名探偵コナンやワンピースは、 

見てみようと思ったこともありましたが、 

むずしくてわかりませんでした。 

アニメもいろいろですね。 

日
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

い
た
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 自由記述欄    


